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10.高密度星物質の粘性に関する研究

竹 内 秀 雄

【序論】

高密度星の回転について研究する際,粘性率は非常に重要な役割を果たすことが
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1979(2),NandkumarandPethick1984(3))などがある｡一方､イオンからの寄与

による粘性率 符i[g･cm-1･sll]に関する研究としては (Bernu,Vie= efosse
,andHansen l1977(4))がある｡ 今回,我々 ( ltoh,N.,kohyama,Y.,and
Takeuchi･H･1987(5))は電子からの寄与による粘性率 符eをより正確に計算し,
又,解析的なフィッティングの公式を求めた｡ 尚, (NandkumarandPethick

1984(3))たちも同じ様な計算をしているが灘 折的なフィッティングの公式は求
めてはいない｡

【計算結果】

この発表には2つの目的がある｡1つは高密度物質を考える際,重要な物理量の 1
つである輪送係数,特に電子からの寄与による粘

から求めることである｡ただしその際,イオン手
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からイオン構造因子を得た｡

具体的には, (Flovers,E.,andJtoh,～.1976(I))から

でe=1･873×p/AX l･018× 〔ZXp/A/ 106]2/3

/ (1+1.018× [ZXp/A/ 106]2/3 )/<S>

ただし,

符e ;縮退した電子からの寄与による枯性率, [g･cm-1･S-1]
A ;質量数

Z ;原子番号
p ;密度, [g･cm-3〕
くS〉 ;イオン構造因子を考慮に入れた項

と表される｡

2番目の目的は可Cとイオンからの寄与による枯性率 符iの値をイオンの状態を示
すさまざまな結合定数｢(｢;熟運動エネルギーに対するクーロン相互作用エネ
ルギーの比)の下で比較検討してみることである｡尚,比較する為のイオンから

の寄与による粘性率符iは くUallenborn'J･'andBaus'M･1978(7))のものを用い

た｡図は,符eと可iの比較を3種頬 (He,C,Fe)のプラズマの下で比較したもの
である｡横軸には密度p [g･cm-3]●の常用対数をとり,抹軸には温度T〔K]の
常用対数をとってあ･る｡各図にある10本の直線は ｢-1,3,6,10,~20

,40,80,100,125,160に対応しているものである｡その 10本

の直緑を横切る実線,それらは左から榔 こ く可i/可e)の値が 100,･10,
1, 0.1,0.01 のところを示しているものである｡尚,この図の有効領

域はフェルミ温度･TF(二･･一 ･一で表示)以下のとこ.ろである｡
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【結論】
forthe Fematter

(1)高密度での強 く縮退した電子からの寄与による粘性率 qeを,イオン相関と
強 く縮退した相対論的電子の誘電関数を考庶して計算し,値を求め,解析
的なフィッティングの公式を与えた｡

(2)電子からの寄与による粘性率可eと,イオンからの寄与による粘性率可iと
の値の大きさを3種類 (He,C,Fe)のプラズマの下で比較検討した｡いず

れの場合も密度が大きくなるにつれて,符iよりも可Cの値の方が大きくな
っていくということがわかった｡ 尚,今回の発表の内容に関しては,班

に (ltoh,N‥Kohyama,Y.,andTakeuchi,H･1987(5))において発表済みで
ある｡
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